
平成 20 年 11 ⽉ 23 ⽇（⽇・祝） 9：55〜17：15（開場 9：30）
東京ステーションコンファレンス 5F サピアホール 
（〒100-0005 東京都千代⽥区丸の内 1-7-12 サピアタワー4F ） 

09：55〜10：00 開開会会のの辞辞 住野 勇（財団法⼈ 在宅医療助成 勇美記念財団 理事⻑） 
10：00〜12：00 全全国国在在宅宅療療養養⽀⽀援援診診療療所所連連絡絡会会のの活活動動報報告告会会  

コーディネーター：太⽥秀樹、川島孝⼀郎、和⽥忠志 
12：00〜13：00 休 憩（昼 ⾷） 

13：00〜13：50 在

第4回「在宅医療推進フォーラム」
がんの在宅医療

〜病院から在宅へ 切れ⽬のない医療提供体制を構築する〜

開催⽇時
開催場所

プログラム 【第⼀部】

プログラム 【第⼆部】

在宅宅医医療療をを推推進進すするる 1100 団団体体のの共共同同声声明明ななららびびにに新新加加⼊⼊団団体体のの紹紹介介  
【紹介者】⾓⽥ 直枝（⽇本がん看護学会 理事）
【紹介者】⾼宮 有介（⽇本ホスピス緩和ケア協会 常任理事）
【紹介者】福島 道⼦（⽇本在宅ケア学会 副理事⻑）
【演 者】和⽥ 忠志（医療法⼈財団千葉健愛会 理事⻑） 

※「平成 20 年度在宅医療推進のための会」中間報告 
【司 会】⽥城 孝雄（順天堂⼤学医学部公衆衛⽣学講座 准教授） 

13：50〜14：20 基基調調講講演演「「地地域域包包括括ケケアアのの実実現現にに向向けけてて」」
【講 師】宮島 俊彦 （厚⽣労働省 ⽼健局⻑）
【座 ⻑】川島 孝⼀郎（仙台往診クリニック 院⻑） 

14：20〜14：40 休 憩 
14：40〜17：10 シシンンポポジジウウムム「「ががんんのの在在宅宅医医療療 〜〜病病院院かからら在在宅宅へへ 切切れれ⽬⽬ののなないい医医療療提提供供体体制制をを構構築築すするる〜〜」」

【シンポジスト】秋⼭ 正⼦（株式会社ケアーズ ⽩⼗字訪問看護ステーション 代表取締役･所⻑）
【シンポジスト】⾕⽔ 正⼈（四国がんセンター 外来部⻑）
【シンポジスト】英  裕雄（新宿ヒロクリニック 院⻑）
【シンポジスト】若尾 ⽂彦（国⽴がんセンター がん対策情報センター⻑補佐）
【座    ⻑】蘆野 吉和（⼗和⽥市⽴中央病院 院⻑）

17：10〜17：15 閉閉会会のの辞辞 ⼤島 伸⼀（国⽴⻑寿医療センター 総⻑）

主  催： 国⽴⻑寿医療センター、財団法⼈ 在宅医療助成 勇美記念財団 
共  催： NPO 法⼈在宅ケアを⽀える診療所・市⺠全国ネットワーク、NPO 法⼈⽇本家庭医療学会、 

NPO 法⼈⽇本ホスピス緩和ケア協会、NPO 法⼈⽇本ホスピス・在宅ケア研究会、 
社団法⼈全国国⺠健康保険診療施設協議会、⽇本がん看護学会、⽇本在宅医学会、⽇本在宅医療学会、 
⽇本在宅ケア学会、⽇本プライマリ・ケア学会

協  ⼒： NPO 法⼈全国在宅医療推進協会、国⽴がんセンター 
後  援： 全国訪問看護事業協会、⻑寿科学振興財団、⽇本医師会、⽇本看護協会、⽇本⻭科医師会、 

⽇本訪問看護振興財団、⽇本薬剤師会、⽇本⽼年医学会
（50 ⾳順・敬称略） 


